
総務経済常任委員会活動レポート 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開 催 日：令和７年１０月２７日(月) 

開催場所：１・２号委員会室 

 

総　務　部  

１　防災について 

令和６年度中標津町総合防災訓練成果報告の説明と併せ、来年度は、10 月４日（日）

防災の日に渡河訓練を実施予定との報告を受けました。 

【主な質疑】  

委員：訓練成果報告の庁内共有は？ 

担当：現在は防災部局内での共有のみとなっています。 

委員：介護保険課、福祉課など他の部局との連携も必要では？ 

担当：福祉部局とは常に連携していますが、今後は他部局の協力も必要となるため庁

内で共有を図っていきます。 

委員：関係団体、来場者へのアンケートの実施は？ 

担当：実施しましたが公開の予定はなく、庁内共有のみとしています。準備出来次第

委員会へ報告します。 

 

２　人事院勧告について 

令和７年度人事院勧告の概要説明を受けました。 

【主な質疑】  

委員：人事院勧告には、在級期間に係る制度の廃止が盛り込まれていますが、今後の

予定は？ 

担当：具体的な内容が示されていないため在級年数の短縮に向け情報収集します。 

 

３　ふるさと応援制度推進事業について 

９月末現在の上半期寄附金申込状況は、寄附件数 9448 件（前年度比 365.2％）、寄附

金額 1 億 5989 万 7400 円（前年度比 282.5％）となり、また、申込上位返礼品、申込サ

イト別状況、地域別寄付実績及び令和８年 10 月からの指定基準見直しの説明を受けま

した。 

寄付件数・金額の増は、令和７年 10 月からのポイント付与廃止による駆け込み需要

が要因と考えられますが、例年申し込みのピークとなる 12 月の需要は見込まれるため、

年度実績を更新できるように進めていくとの報告を受けました。 

【主な質疑】  

委員：使い道別の寄附件数と金額は？ 

担当：子ども達の教育環境等へ 2884 件/4737 万円、町長におまかせへ 2206 件/3711 万

円、産業振興へ 1638 件/2884 万円の順になっています。 

委員：使い道の見直しは？ 

担当：現在見直し作業を進行中で、第７期総合計画後期基本計画と合わせて行う予定



です。 

委員：申し込み件数の少ないサイトの見直しは？ 

担当：連動サイトとなっているものや固定費がかからないものは継続し、手数料の引

き下げ情報があるサイトは様子を見ていきます。 

委員：新規サイトが伸びた理由は？ 

担当：特別な広報はしていませんが、人気返礼品が検索上位に出やすく自然に伸びた

状況です。 

委員：クラウドファンディング型や現地決済型の進捗状況は？ 

担当：現地決済型はすぐに実施できる状況ではなく、クラウドファンディング型の成

功にはストーリー性が必須なため、他自治体の成功例を収集中です。民間型は

リスクが高く、90 日で必ず実施する義務があるため、行政型で慎重に検討して

います。 

委員：広報費の中で、催事の際などに関係機関へ返礼品の配布は？ 

担当：広報費として使用できる割合が決められているため、配布ではなく事業者の商

品の宣伝に使用していますが、レビューキャンペーンへのお礼として返礼品の

活用はしています。 

委員：返礼品同封物（礼状・資料）の内容は？ 

担当：本町が同梱しているのはお礼状のみで、他は商品パンフレット等事業者の裁量

にお任せしています。リピーター獲得につながるお礼状となるように、デザイ

ンが得意な地域おこし協力隊と連携して内容の更新を検討中です。 

 

経　済　部  

１　中標津町産業振興条例の見直し検討について 

中標津町経済振興審議会を設置し、産業振興奨励金に関する従業員数の要件、補助

内容、投資額の要件等の審議を行っているとの説明を受けました。 

【主な質疑】  

委員：補助により新規事業所が有利となり、既存企業から人材が流出してしまう恐れ

は？  

担当：人材流出の懸念はありますが、投資促進を目的として近隣市町村からの人材流

入も想定し、効果的に町全体の人口や働き手増が見込まれることを期待してい

ます。 

 

建設水道部  

１　建設工事の発注・進捗状況について 

令和７年 10 月 20 日現在の継続費、繰越分と合わせて説明を受けました。 

【主な質疑】  

委員：設計変更が多い理由は？ 

担当：工事中に変更を要することが生じたものです。 

 

２　上下水道使用量の改定について 

中標津町上下水道運営委員会の経過を含め、答申内容の説明を受けました。


